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 近年主流となっているプロセッサのアーキテクチャの 1 つに，複数の CPU コアを
1 チップに搭載したチップマルチプロセッサ（CMP）がある．CMP に搭載された複
数のコアで並列処理あるいは並行処理を行うことにより，クロック周波数の向上に頼
らず高い演算性能を達成することができる． 
CMP では，キャッシュやバスなどの資源は複数のコアで有効に活用するため共有
されることが多い．しかし，各コアが同時にそれらの共有資源へアクセスした場合，
競合が生じる．共有資源に対するコア間の競合が生じると，トータルスループットや，
各コアの性能低下の公平さ（Fairness）が低下するなどの問題が発生し，CMP が本
来持つ演算性能が発揮されなくなる．特に，現在ではプロセッサ―主記憶間の性能の
格差が拡大するメモリウォール問題が深刻化しているため，メモリアクセスに関連す
る資源において競合が生じた場合には CMP の性能低下は著しい．そのため，できる
限り共有資源の競合を回避することが課題となる． 
本論文では，プロセスよりもさらに細粒度な実行フェーズ単位でプロセススケジュ
ーリングを行い共有資源の競合を緩和させる手法を提案する．本提案手法は，実行フ
ェーズ単位で各プロセスの共有資源の要求率を予測し，各コアで共有資源の要求率の
バランスが取れたプロセススケジューリングを可能にする．これにより競合が緩和さ
せることができると考えられる．本提案手法により，トータルスループットおよび
Fairness の向上を目指す． 
提案手法を CMP を搭載した 2 種類の実機を用いて評価したところ，2 つのコアを
用いる場合には，提案手法を用いない通常のスケジューラに対して Fairness を改善
でき，またトータルスループットが向上する例も見られたが，4 つのコアを用いる場
合には，Fairness やトータルスループットが逆に低下してしまう例も多く見られた．
これは，4 つのコア全てを用いるとスケジューリングを工夫しても共有資源の競合が
発生してしまうことなどが原因と考えられる． 
 
